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１　日程・時程　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　８：３０〜　９：００ 受付
　９：００〜１２：１０ ワークショップ
１２：１０〜１２：３０ 昼食・休憩・企業展示
１２：３０〜１３：５０ 企業プレゼンテーション・企業展示
１３：５０〜１５：３０ ワークショップ　
１５：３０〜１６：００ 総会・閉会式

２　会場平面図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１



３　企業展示・企業プレゼンテーション進行表　　　　　　　　　

２

　　　　スクリーン　　　　

　　　　
企業プレゼンテーション
および食事スペース
（机・椅子はご自由にお使いください）

【企業プレゼンテーション順】
１．株式会社ベネッセコーポレーション
２．株式会社バッファロー
３．株式会社筆まめ
４．Sky株式会社
５．カシオ計算機株式会社

　株式会社
　ベネッセ
　コーポレーション　

　株式会社
　筆まめ

　 S ｋｙ
　株式会社

　株式会社
　内田洋行

　カシオ計算機
　株式会社

　リコージャパン
　株式会社

　実教出版
　株式会社

　日本文教出版
　株式会社

　株式会社
　バッファロー　

　株式会社
　アイ・オー
　データ機器　

　　　　彩風館　
　　　　入り口　 　　　　　　　　　トイレ　　　機材　

　　　置き場　

階段

彩風館 1 階　会場図



４　総会　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　

４－０ 　総会次第

＊報告事項

　１　平成26年度　収支決算
　　　　・平成26年度　収支決算報告（一般・特別・積立）
　　　　・平成26年度　会計監査報告（一般・特別・積立）
　２　平成27年度　役員構成
　　　　・役員構成
　　　　・役員・事務局の業務
　３　平成27年度　事業報告
　　　　・研究紀要
　　　　・キャラバン研究会
        ・高教研情報部会アンケート集計結果報告
　　　　・全国情報研究大会参加報告
　４　平成27年度　会計執行状況

＊審議事項

　５　平成28年度　研究テーマ
　６　平成28年度　事業案
　　　　・研究紀要
　　　　・キャラバン研究会
        ・高教研情報部会アンケート
　　　　・全国情報研究大会参加派遣
　７　平成28年度　予算案（一般・特別・積立）

＊その他

　８　その他

３



４−１−１　　平成 26 年度　一般会計収支決算

４



４−１−２　　平成 26 年度　特別会計収支決算

２−１−３　　平成 26 年度　積立会計収支決算

５



４−１−３　　平成 26 年度　積立会計収支決算

６



４−２−１　　平成 27 年度　役員構成　　　　　　　　　　　　　

　平成 27 年度　役員構成
役員名 氏名 学校名 年間担当

01 部会長 毛内　顕史 北海道平取高等学校

02 副部会長 佐藤　昌弘 北海道札幌新川高等学校

03 〃 高橋　一矢 北海道札幌北高等学校

04 監事 今井　豊章 札幌大谷高等学校 監査

05 〃 川村　雅人 北海道札幌あすかぜ高等学校 監査

06 幹事 池田　弘樹 北海道滝川高等学校 授業レシピ

07 〃 梅田　　充 北海道札幌英藍高等学校 会計、企業展示

08 〃 奥村　　稔 北海道札幌北高等学校 ワークショップ、サーバ管理

09 〃 鎌田　亮樹 旭川藤女子高等学校 ワークショップ、キャラバン

10 〃 佐々木　寛 北海道小樽潮陵高等学校 情報部会アンケート

11 〃 津端　公彦 北海道倶知安高等学校 キャラバン

12 〃 鶴間　伸一 北海道札幌英藍高等学校 授業レシピ、キャラバン

13 〃 古澤　正三 札幌北斗高等学校 キャラバン

14 〃 古屋　順一 北海道札幌北陵高等学校 企業展示

15 〃 前田健太朗 北海道帯広緑陽高等学校 キャラバン

16 事務担当 杉本　式史 北海道札幌新川高等学校 運営・渉外　基調講演　研究紀要(募集)

４−２−２　　平成 27 年度　事務局業務一覧
　
平成 27 年度　事務局業務一覧

７

No. 業務内容 アクション 期限・期日 備考

1 部会長・事務担当者 本部に報告

2 教科事務担当者会議 会議 ホテルライフォート札幌

3 教科部会費振込先 本部に報告

4 情報部会役員名簿 本部に報告

5 会議

6 教科別テーマ・会場 本部に報告

7 教科部会会員名簿 本部から送付

8 教科研究事業費 本部から連絡

9 会報 研究大会・研究紀要案内、各種名簿、事業計画

10 研究会

11 教科部会研究紀要執筆者 本部に報告 執筆者なし

12 講師派遣依頼状・委嘱状発送先 本部に報告 基調講演を実施しないため講師は依頼しない

13 研究大会案内原稿 本部に報告

14 教科別集会司会者 本部に報告 司会（会員であること）

15 教科別集会諸係分担 本部に報告 進行・会場・受付・会計・接待・放送

16 研究大会要項 本部に報告 テーマ・日程・講演・助言・運営・司会・記録

17 研究発表者及び発表題 本部に報告 ワークショップによる運営を報告

18 研究発表者の旅費計算書 本部に報告 旅費請求がない場合は不要

19 研究会

20 教科部会運営会議 会議 札幌旭ヶ丘高校

21 研究会

22 会員追加登録 各学校から本部 以降、当日受付

23 会議

24 大会参加者名簿 本部から送付

25 研究会諸費 本部から振込 会場費・昼食費・旅費・謝金、教科研究事業費追加分

26 研究会

27 研究会

28 情報部会集会実施（内容） 本部に報告

29 本部に報告

30 教科部会活動報告 本部に報告

31 教科部会会計収支決算 本部に報告 会計監査

32 会報 研究大会・地区支部活動の報告

33 研究紀要

平成27年4月6日(月) 平成27年度開始

5月11日(月)

5月28日(木)

5月28日(木)

第1回役員会 6月10日(水) 札幌北高校(事務局担当校)

6月12日(金)

7月15日(水) 7月15日現在42名

7月15日(水) 会員人数×200円だが、200人以下なので40,000円(12月振込)

会報第103号 7月17日(金)

第26回キャラバン研究会in札幌 8月4日(火)～5日(水) 27年度第1回　札幌北高校

9月2日(水)

9月24日(木)

9月24日(木) 研究大会案内(11月発行)に掲載

10月8日(木)

10月8日(木)

10月8日(木)

10月8日(木)

10月8日(木)

第27回キャラバン研究会 10月30日(金) 22年度第2回　静内農業高校

11月12日(木)

第28回キャラバン研究会 11月13日(金) 27年度第3回　小樽桜陽高校

11月16日(月)～12月1日(火)

第2回役員会 11月26日(木) 札幌北高校(教科別研究集会会場校)

12月16日(水) 12月16日現在42名

12月16日(水)

第53回全体会 平成28年1月7日(木) 高教研第1日目 ニトリ文化センター

第15回情報科研究集会 1月8日(金) 高教研第2日目　札幌北高校

2月1日(月)

(下記の2書類のための)鑑 2月1日(月)

2月1日(月) 会報第104号に掲載

2月1日(月)

会報第104号 3月15日(火)

研究紀要第53号 3月15日(火)



４−３−１　　研究紀要

　例年通り、研究紀要への執筆者を choice ウェブページおよび choice メーリングリストを通して募りま
したが、今年度は執筆の希望はありませんでした。
　来年度も執筆の募集を行います。日頃の研究の成果を研究紀要としてまとめてみませんか。執筆を希
望される方は事務局杉本（札幌新川高等学校）までご連絡ください。
　

４−３−２　　キャラバン研究会

　キャラバン研究会は、他教科と比べて歴史の浅い情報科が、積み重ねた実践を互いに共有し合うこと
で、生徒の学習意欲を高めながら全道各地で質の高い教育活動ができることを目指し、札幌圏を離れ
た会場で実務的な研修を行うものです。
　学校事情や移動距離などにより１月の高教研情報部会の研究集会に参加できない先生方や、都市近
郊から離れた土地で情報科を一人で担当して悩みを抱えている先生方などが、少しでも負担を感じるこ
となく研修に参加する機会を設けるために始まりました。
　キャラバン研究会は、今までに２３回の開催を経て、様々なフィードバックを得て少しずつ進化し続けて
います。教育実践の発表だけでなく、ワークショップや懇親会を通じて、多くの仲間達との出会いの場と
しても大きな位置を占めるようになっています。これからも各地の学校を会場としてお借りして、より多くの
先生方と交流できる機会を持ちたいと願っております。
　キャラバン研究会は、皆様からのご要望があれば地域の研究会と共同開催させていただくことも、単
独開催させていただくことも可能です。全道各地を巡回することも目標の一つとしています。学校事情で
１月の研究大会に参加が難しい地域での研究会開催や、地区の研究会の活性化にもお役に立てると思
います。

　　キャラバン研究会　昨年度までの実績　
A 地区

石狩・空知・後志
B地区

渡島・桧山
胆振・日高

C 地区
上川・留萌・宗谷

D 地区
オホーツク・十勝
釧路・根室

平成 18(2006)年度 01 伊達 (09月 16日)

平成 19(2007)年度 02 倶知安
 (10月 27日) 25名

03 旭川藤
 (2月 23日) 22名

平成 20(2008)年度 04 函館西 
(10月 18日) 17名

05 帯広三条
 (10月 25日) 26名

平成 21(2009)年度 06 岩見沢緑陵 
(8月 6日,7日) 40名

08 旭川藤 
(2月 13日) 13名

07 釧路江南
(11月 13日) 31名

平成 22(2010)年度 09 岩見沢緑陵 
(8月 5日,6日) 21名

10 紋別
 (10月 16日) 17名

平成 23(2011)年度 11 岩見沢緑陵 
(8月 5日,6日) 22名

13 小樽工業 
(11月 21日) 19名

12 音更
（10月 28日）11名

平成 24(2012)年度 14 岩見沢緑陵 
(8月 7日,8日)   　

17小樽工業
(11月 22日) 20名

15 函館西
(10月 6日) 12名

16室蘭栄
(10月 12日) 22名

平成 25(2013)年度 18 札幌北 
(8月 7日,8日)29名

19滝川
(11月 8日)17名

20岩内
(11月 14日)11名

21 旭川藤 
(2月 8日) 12名

平成 26(2014)年度 22 札幌北
　　(8月 4日,5日)20名
23 岩内
　　(11月 12日）20名

25 旭川藤(2月 7日) 24 阿寒(12月 18日)
＊悪天候のため中止

平成      27(2015)  年度の活動

　第 26回キャラバン研究会 in札幌 （北海道札幌北高等学校　2015年 8月 6日、7日）

　第 27回キャラバン研究会 in新ひだか （北海道静内農業高等学校　2015年 10月 30日）

　第 28回キャラバン研究会 in小樽 （北海道小樽桜陽高等学校　2015年 11月 13日）

８



４−３−３　　高教研情報部会アンケート集計結果報告









４−３−４　全国情報教育研究大会参加報告





４−４−１　　平成 27 年度　一般会計予算

(1) 収入の部

科　目
平成 26 年度
予　算　額

平成 26 年度
決　算　額

平成 27 年度
予　算　額

増　減（△） 適　　用

繰越金 250,000 302,769 250,000 0
本部交付金 228,430 146,970 228,430 0
雑収入 0 45 0 0 利息
合計 478,430 449,784 478,430 0

(2) 支出の部

科　目
平成 26 年度
予　算　額

平成 26 年度
決　算　額

平成 27 年度
予　算　額

増　減（△） 適　　用

講師旅費・謝金 165,000 81,410 180,000 15,000 謝礼・交通費
事業費 30,000 1,429 50,000 20,000 ワークショップ企画
会場費 0 0 0 0 札幌北高校彩風館
運営費 50,000 14,620 50,000 0 記録メディア等
研究調査費 100,000 99,339 50,000 △50,000 研究資料・書籍
備品運搬費 30,000 0 30,000 0 機材運搬
事務通信費 10,000 2,840 10,000 0 文書郵送費
備品購入費 25,000 0 25,000 0 機材購入
予備費 68,430 0 83,430 15,000 雑費
合計 478,430 199,638 478,430

４−４−２　　平成 27 年度　特別会計予算

(1) 収入の部

科　目
平成 26 年度
予　算　額

平成 26 年度
決　算　額

平成 27 年度
予　算　額

増　減（△） 適　　用

繰越金 200,000 263,999 200,000 0
企業広告協賛金 130,000 130,000 140,000 10,000
雑収入 0 32,043 0 0
合計 330,000 426,042 340,000 10,000

(2) 支出の部

科　目
平成 26 年度
予　算　額

平成 26 年度
決　算　額

平成 27 年度
予　算　額

増　減（△） 適　　用

運営費 80,000 35,685 80,000 0
役務費 130,000 60,790 140,000 10,000
積立会計 100,000 100,000 100,000 0
予備費 20,000 0 20,000 0
合計 330,000 196,475 340,000 10,000

４−４−３　　平成 27 年度　積立会計予算

(1) 収入の部

科　目
平成 26 年度
予　算　額

平成 26 年度
決　算　額

平成 27 年度
予　算　額

増　減（△） 適　　用

繰越金 58,640 58,640 70,000 11,360
特別会計より 100,000 100,000 100,000 0
雑収入 0 0 0 0
合計 158,640 158,640 170,000 11,360

１５



４−４−４　　平成 27 年度　一般会計中間報告
(1) 収入の部

科　目
平成 27 年度
予　算　額

中間報告 増減（△） 適　　用

繰越金 250,000 250,146 146
本部交付金 228,430 40,000 △188,430 調査研究費
雑収入 0 51 51 利息
合計 478,430 290,197 △188,233

(2) 支出の部

科　目
平成 27 年度
予　算　額

中間報告 残　額 適　　用

講師旅費・謝金 180,000 0 180,000
事業費 50,000 0 50,000
会場費 0 0 0
運営費 50,000 1,400 48,600 役員会飲物代
研究調査費 50,000 0 50,000
備品運搬費 30,000 0 30,000
事務通信費 10,000 2,542 7,458 郵送料、振込手数料
備品購入費 25,000 0 25,000
予備費 83,430 0 83,430
合計 478,430 3,942 474,488

４−４−５　　平成 26 年度　特別会計中間報告
(1) 収入の部

科　目
平成 27 年度
予　算　額

中間報告 増減（△） 適　　用

繰越金 200,000 229,567 29,567
企業広告協賛金 140,000 0 △140,000
雑収入 0 0 0
合計 340,000 229,567 △110,433

(2) 支出の部

科　目
平成 27 年度
予　算　額

中間報告 残　額 適　　用

運営費 80,000 25,329 54,671 フラットファイル,DVD-R 他
役務費 140,000 73,732 66,268 役員旅費
積立会計 100,000 100,000 0
予備費 20,000 0 20,000
合計 340,000 199,061 140,939

４−４−６　　平成 26 年度　積立会計中間報告
(1) 収入の部

科　目
平成 27 年度
予　算　額

中間報告 増減（△） 適　　用

繰越金 70,000 158,640 88,640
特別会計より 100,000 100,000 0
雑収入 0 0 0
合計 170,000 258,640 88,640

(2) 支出の部

科　目
平成 27 年度
予　算　額

中間報告 残　額 適　　用

運営費 － 0 －
役務費 － 106,230 － 高教研全国大会派遣旅費
事務通信費 － 486 － 振込手数料
予備費 － 0 －
合計 170,000 106,716 63,284
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４−５　　平成 28 年度の研究テーマ

  平成 28(2016)年度研究テーマ趣旨説明文

　指導と評価の一体化とは、「計画・実践・評価という一連の教育活動」を繰り返しながら、生
徒のよりよい成長を目指した指導を展開することをいいます。これは、指導という一連の教育活
動は、その中でいつも評価を効果的に行いながらなされるべきであるということです。この指導
の中にある計画とは、学習目標を設定し、それをどのような授業で達成するのかを立案すること
と考えてよいでしょう。つまり、計画の中には、目標設定と授業計画という二つの要素が含まれ
ていることになります。ここであらためて、指導と評価の一体化というときの指導を、次のよう
な一連の教育活動の展開であると整理しておきましょう。

 目標設定→授業計画→授業実践（形成的評価・授業評価）→評価（総括的評価・授業評価）

　このような展開の中で指導と評価の一体化を目指すために、授業実践の場面ごとにどのように
評価を行うことが効果的であるかを考えます。そしてさらに、この展開をスパイラルに向上させ
るためには、展開の始まりと終わりが強い関連性を持ちながら連続していることが必要です。こ
のことから、展開の始まりである目標設定と、展開の授業実践段階から終わりまで継続して行わ
れる評価とを、授業実践を仲立ちにして一体化させることが求められます。本稿では、この結果
として導出された方策を、今年度の研究テーマとして提案することとします。

　ここで評価に係る用語について、認識を共有しておきましょう。まず、形成的評価は、授業の
中で生徒が自らを振り返る（リフレクション）ことで、自分の解釈や価値観を更新したり軌道修
正したりすることを促します。ですから教師は、生徒の学習活動を深化するために、この適切な
形成的評価を継続的に行わなければなりません。また、このことは、教師の側の授業設計、ない
しは授業の実践に向けた改善改良の材料を提供します。ですから教師は、このようにして生徒を
評価するときには必ず自ら行う授業についても、自分が掲げる目標と生徒の実際の活動との齟齬
を捉えて解消するために、授業評価という観点を忘れてはならないでしょう。

　次に、総括的評価とは言うまでもなく、指導、つまり学習活動を総括して、学習目標の到達度
を測るものです。この後に述べる観点別評価を適用しても、達成度はなかなか客観的に測れるも
のではないかもしれません。しかし、少しでも客観的な方法としての観点別評価を重ねて行うこ
とで、その客観性が担保されるまでそれを高めていくことは可能でしょう。このことについては
また、別に研究テーマとする機会があることを期待しておきます。

　さて、このような展開を実現するためにこれまでも、目標と評価を相互に緊密なものにするこ
とを目指して、観点別評価の研究や実践がなされてきました。情報部会でも昨年度は、「生徒も
先生も、みんなが幸せになれる評価の研究」として研究テーマを掲げ、確かな学習目標から授業
づくりを通して、評価規準をどのように位置付けるかを考えてきました。

　このテーマの元では、目標設定を受けて行われた授業実践において、その途中あるいはその結
果に対して行う評価を主に考えてきたのだと思われます。しかし、このような始まりから終わり
に向けた一方向だけの検討議論だけでは、これから目指そうとしている指導と評価の一体化や、
指導の展開をスパイラルに向上させていくことは望むことができません。これまでの研究活動を
足掛かりにして、今後どのように考えて何をテーマに据えるべきなのでしょうか。

　生徒の側から考えると、学習目標のもとに設定された妥当性のある評価規準によって、主体的
な学習活動の中で適正に評価されることが学習への意欲に繋がります。ここでの、「妥当性」の
ある評価規準によって「適正に」評価するとは、どのようなことを指すのでしょうか。まず、評
価規準の「妥当性」を判断するのは、教師でもあり生徒でもあります。評価というものは目標に
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対して行うものであり、目標は始めから教師と生徒との間で共有されているべきものだから、共
有して相互に納得できていれば、それは「妥当性」があるということができます。

　次に、教師と生徒とが互いに、行われた評価の妥当性を判断するためには、その評価規準の客
観性が担保されていることが必要です。現状では、その評価規準が観点別であることを一つの拠
り所として、評価の「適正」を主張せざるを得ません。つまり、教師と生徒との間で最初から、
学習目標と評価規準とを共有した上で観点別評価を行うこと、このことが生徒の意欲的な学習に
とって重要であるといえるのでしょう。

　観点別評価といっても、いわゆる四観点を杓子定規に考えて、それぞれの観点毎に評価規準と
して具体化していくことは一般的に難しい作業であると考えられます。なぜならば、指導と評価
の「一体化」を目指す以上は、指導と評価の関係は卵と鶏のように、前後関係の中で語られるべ
きものではなく「相互関係」の中で捉えられるべきものだからです。そうした相互関係の風景は
幸いにも、授業の中で日常的に目にすることができます。設定した目標に沿った評価規準を設定
し授業を行ったとしても、想定外の生徒の反応が飛び出したり、それによって授業があらぬ方向
に進んでみたりすることは、私たちは経験的によくあることだと知っています。

　もちろん想定外の授業展開となる場合も含めて、評価規準は継続的に見直していくことが必要
であり、そのことで評価規準も結果として授業も、よりよいものに更新され続けていくことが可
能になります。そしてここでは同時に、設定した目標の妥当性も合わせて検証されることが求め
られます。結果として、授業の実践を通して目標と評価が相互に磨き合うことで指導全体の中に
評価が一体化し、一連の授業展開の質が、そして学習指導の質がスパイラルな向上を見ることが
できるでしょう。

　最後に、「観点別評価」と「授業改善」の間の関係を確認しておきましょう。この両者の間に
は確かに、「観点別評価をするならば、授業は改善できる」というような因果関係はありません。
しかし、指導と評価が一体化された場合だという前提の元では、相互関係は生まれます。ですか
ら、その相互関係において、「観点別評価」と「授業改善」との間には有意の相関があるといえ
ます。この意味において、「観点別評価をすることで授業改善できる」のは間違いなくいえるの
だと思います。

　以上の議論を踏まえてまして、平成 28年度の研究テーマを提案します。

「観点別評価による授業改善」
　　　　　　　　（指導と評価の一体化を目指して）
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４−６−１　　研究紀要

　情報部会では下記により、次年度に向けての研究紀要の執筆者を募集します。執筆は個人によるもの
でもグループによるものでもかまいません。日頃の研究の成果を発表する場としてご利用いただきたい
と思っております。

平成２７年度北海道高等学校教育研究会研究紀要執筆者の募集について

　平成２８年３月に発行される本研究会「研究紀要第５３号」の教科部会「情報」の執筆者を募集します。
募集する研究論文は、高教研の研究主題である、

         「未来を担う人を育む北海道高等学校教育の創造」

に沿ったもので、以下の要件を満たしているものです。

　　　　　（要件）
　　・執筆者は高教研の会員に限る。
　　・個人的でない内容である。
　　・単年度で完結した研究である。
　　・高校教育に関わる研究である。
　　・数年度のスパンにおいて、特定校・特定個人に偏らない。
　　・文字数は２５，０００文字以内（横２５文字×１，０００行）

　個人もしくはグループで執筆を希望する会員は、研究紀要募集担当（札幌新川高校 杉本）にご連絡下
さい。choice メーリングリストでも募集案内を流します。執筆に関しての質問もこちらで承ります。
   執筆の希望者が複数出た場合は役員会で執筆者の選考を行います。

４−６−２　　キャラバン研究会

　他教科と比べて歴史の浅い情報科が、積み重ねた実践を互いに共有し合うことで、生徒の学習意欲を高
めながら全道各地で質の高い教育活動ができることを目指し、今年度に引き続き、キャラバン研究会を実
施します。次年度は、実施実績の少ない各地区管内での実施を努力目標とします。
　キャラバン研究会の開催についてのお問い合せは事務局（札幌新川高校　杉本）まで。

４−６−３　　高教研情報部会アンケート
　

　北海道内の情報科と担当する先生方が置かれている状況を把握・共有し、高教研情報部会としての活
動をより有意義で質が高い先生方のニーズに合ったものにするために、次年度もアンケートを実施します。
なお、前回のアンケートでいただいたご意見を基に、アンケート設問や結果の報告などについての検討・改
善を加えます。

４−６−４　　全国高等学校情報教育研究会全国大会参加派遣

　北海道の情報科教育の質をより高いものにすることを目的として、高教研情報部会会員の、全国高等学
校情報教育研究会全国大会への参加派遣を行います。
　次年度も、派遣人数は原則１名とし、ｃｈｏｉｃｅウェブページ上およびｃｈｏｉｃｅメーリングリストで告知し、希
望者を募ります。派遣者は高教研情報部会総会での報告義務があります。
　平成２８年度第９回全国高等学校情報教育研究会全国大会は８月 8 日（月）、9日（火）の２日間日程で
神奈川県で開催されます。詳細はWebでご確認ください。
http://www.zenkojoken.jp/09kanagawa/
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４−７−１　　平成 28 年度　一般会計予算案

(1) 収入の部

科　目
平成 26 年度
決　算　額

平成 27 年度
予　算　額

平成 28 年度
予　算　額

増　減（△） 適　　用

繰越金 302,769 250,000 250,000 0
本部交付金 146,970 228,430 228,430 0
雑収入 45 0 0 0
合計 449,784 478,430 478,430 0

(2) 支出の部

科　目
平成 26 年度
決　算　額

平成 27 年度
予　算　額

平成 28 年度
予　算　額

増　減（△） 適　　用

講師旅費・謝金 81,410 180,000 180,000 0 謝礼・交通費
事業費 1,429 50,000 50,000 0 ワークショップ企画
会場費 0 0 0 0 札幌北高校彩風館
運営費 14,620 50,000 50,000 0 記録メディア等
研究調査費 99,339 50,000 50,000 0 研究資料・書籍
備品運搬費 0 30,000 30,000 0 機材運搬
事務通信費 2,840 10,000 10,000 0 文書郵送費
備品購入費 0 25,000 25,000 0 機材購入
予備費 0 83,430 83,430 0 雑費
合計 199,638 478,430 478,430 0

４−７−２　　平成 27 年度　特別会計予算案

(1) 収入の部

科　目
平成 26 年度
決　算　額

平成 27 年度
予　算　額

平成 28 年度
予　算　額

増　減（△） 適　　用

繰越金 263,999 200,000 200,000 0
企業広告協賛金 130,000 140,000 130,000 △10,000
雑収入 32,043 0 0 0
合計 426,042 340,000 330,000 0

(2) 支出の部

科　目
平成 26 年度
決　算　額

平成 27 年度
予　算　額

平成 28 年度
予　算　額

増　減（△） 適　　用

運営費 35,685 80,000 80,000 0
役務費 60,790 140,000 130,000 △10,000
積立会計 100,000 100,000 100,000 0
予備費 0 20,000 20,000 0
合計 196,475 340,000 330,000 △10,000

４−７−３　　平成 27 年度　積立会計予算案

(1) 収入の部

科　目
平成 26 年度
決　算　額

平成 27 年度
予　算　額

平成 28 年度
予　算　額

増　減（△） 適　　用

繰越金 58,640 70,000 150,000 80,000
特別会計より 100,000 100,000 100,000 0
雑収入 0 0 0 0
合計 158,640 170,000 250,000 80,000
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５　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

5−１　　北海道高等学校教育研究会　情報部会規約

第１章  総　　則
（名称）
第１条 本会は、北海道高等学校教育研究会情報部会と称する。

（目的）
第２条 本会は、北海道高等学校教育研究会の目的に準じ、共通教科ならびに専門教科「情報」の
　　　教育（以下、情報教育と称する）に関する事項を研究し、会員相互の研修と識見向上につ
　　　とめ、情報教育の振興を図る。

（会員）
第３条 本会の会員は、北海道高等学校教育研究会の会員であって、情報教育を研究する者、なら
      びに情報教育の趣旨を生かした教育活動を行おうとする者をもって構成する。

第２章　事　　業
（事業）
第４条 本会の目的を達成するため、情報教育に関する研究をとおして下記の事業（北海道高等学
      校教育研究会会則第４条による）を行なう。
（1）研究会の開催
（2）機関紙への寄稿
（3）講習会、講演会の開催
（4）その他本会の目的達成に必要と認められる事業

第３章　組　　織
（役員と任務）
第５条 本会の役員と任務は、次の通りとする。
（1）部会長　（１名　本会の運営を統括し、本部役員となる。）
（2）副部会長（２名　部会長を補佐し、部会長事故あるときは職務を代行する。）
（3）監事　　（２名　本会の業務及び会計を監査する。）
（4）幹事　　（若干名　本会の会務に参与する。）
（5）事務局長（１名　本会の事務を統括し、本部との連携を図る。）

（役員の選出と任期）
第６条 本会の役員の選出は、次のとおりとする。
（1）部会長は、北海道高等学校教育研究会情報部会加入の校長とする。
（2）副部会長は、北海道高等学校教育研究会情報部会加入の校長、副校長または教頭とし、部会
    長が委嘱する。
（3）監事は、本会会員から選出し、部会長が委嘱する。
（4）幹事は、本会会員から選出し、部会長が委嘱する。
（5）事務局長は、本会会員から選出し、部会長が委嘱する。
２　役員の任期は１年とし、再任を妨げない。
３　情報部会総会において、役員を報告する。

（事務局）
第７条 本会の事務局は、原則として幹事によって構成される。
２　必要に応じて、近隣の本会会員をその構成員とすることができる。

第４章　会　　議
（本部役員会）
第８条 本部の役員会（年３回）には、部会長と事務局長が情報部会を代表し出席する。

（役員会）
第９条 役員会は、部会長が召集し、次の事項を審議する。
（1）事業報告及び収支決算
（2）監事による監査報告
（3）事業計画及び、収支予算
（4）役員の選出
（5）その他、必要とする事項
２　臨時役員会は、必要に応じて部会長が召集する。

（総会）
第１０条 総会は、北海道高等学校教育研究大会の教科別集会において開催し、会の規約や業務、
        会計に関することなどについて審議する。
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第５章　会　　計
（経費）
第１１条 本会の経費は、北海道高等学校教育研究会からの交付金、及びその他の収入による。

（書記・会計）
第１２条 書記・会計に関する業務は、事務局員が担当する。

（会計年度）
第１３条 本会の会計年度は、毎年４月１日より始まり翌年３月３１日までとする。

第６章　そ の 他
（規約の改廃）
第１４条 規約の改廃は、役員会で審議し、総会で承認するものとする。

（細則）
第１５条 本会に必要な細則は、別に定める。

附　　則
（1）この規約は、平成15年 1月 10日より施行する。
（2）平成16年 1月 9日第6条（2）を改正。
（3）平成24年 1月 12日　第2条、第3条、第6条（2）の一部を改正。
（4）平成25年 1月 10日　第9条を改定。
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5−２　　参加者名簿

２４

№ 支　部 学　　校 氏　　名 参加 備   考

1 石狩 札幌北 髙橋　　一矢 ◎ 副部会長

2 石狩 札幌北 奥村　　稔 ◎ ファシリテータ

3 石狩 札幌北 前川　　繁信 ◎

4 石狩 札幌厚別 鈴木　　崇令 ◎

5 石狩 札幌あすかぜ 川村　　雅人

6 石狩 札幌稲雲 堀井　　圭司 ◎

7 石狩 札幌英藍 鶴間　　伸一 ◎ 運営

8 石狩 札幌英藍 梅田　　充 ◎ 運営

9 石狩 北広島西 梅田　　優子 ○

10 石狩 石狩翔陽 木村　　久 ◎

11 石狩 札幌旭丘 髙瀨　　敏樹 ◎

12 石狩 札幌旭丘 指田　　あすか ◎

13 石狩 札幌旭丘 溝口　　義一 ◎

14 石狩 札幌藻岩 高木　　昭信

15 石狩 札幌清田 後藤　　信

16 石狩 札幌新川 杉本　　式史 ◎ 事務局

17 石狩 札幌新川 佐藤　　昌弘 ◎ 副部会長

18 石狩 札幌大通 佐々木　大輔 ◎

19 石狩 札幌大通 天野　　将寿 ◎

20 石狩 札幌開成中等教育 澤谷　　明憲

21 石狩 北海 岡部　　征和

22 石狩 札幌大谷 今井　　豊章

23 石狩 札幌北斗 古澤　　正三 ◎ 運営

24 石狩 札幌北斗 石井　　翼 ◎

25 石狩 札幌山の手 長谷川　秀博

26 石狩 札幌龍谷学園 竹本　　正慶 ◎

27 道南 福島商業 岩谷　　義久 ◎

28 後志 小樽潮陵 佐々木　寛

29 後志 小樽桜陽 林　　　誠 ◎

30 後志 小樽桜陽 石谷　　正 ○

31 後志 小樽水産 草間　　由紀子 ◎

32 後志 倶知安 津端　　公彦 ◎ 運営

33 空知 滝川 池田　　弘樹 ◎ 運営

34 道北 旭川北 帰山　　悟

35 道北 天売 富樫　　霞九麿

36 道北 旭川藤女子 鎌田　　亮樹 ◎ 運営

37 ｵﾎｰﾂｸ 湧別 進藤　　真由美

38 釧根 釧路湖陵 岡田　　俊哉

39 釧根 釧路江南 小湊　　秀子 ◎

40 釧根 釧路商業 宮川　　尊充 ◎

41 釧根 武修館 相蘇　　孝哉

42 十勝 帯広緑陽 前田　　健太朗 ◎ 運営

43 十勝 鹿追 金谷　　梅太郎 ○

44 日胆 平取 毛内　　顯史 ◎ 部会長

45 日胆 日高 古屋　　順一 ◎ 運営



5−３　　懇親会のご案内

高教研研究集会情報部会「大懇親会」
今年も恒例の大懇親会を開催致します。ぜひ、奮ってご参加ください。
　
日時　平成 28 年 1月 8 日（金）18:00 ~ 20:00

会費　3,500円（飲み放題・税込）

場所　うおや一丁札幌駅店
　　　札幌市北区北 6条西 1丁目（JR 高架下）
　　　電話 (011)-232-0022

２５



平成27年度　北海道高等学校教育研究大会教科別集会

情報部会アンケートにご協力ください
高教研情報部会

【全体の構成について】
質問 1　今年度は基調講演を実施せず、全体をワークショップ形式にしましたが、いかがでしたか。

（　）不満　（　）やや不満　（　）特に何も　（　　）やや満足　（　）満足

質問 2　基調講演の実施についてご意見があればお書きください

【ワークショップ】

質問 3　テーマの設定についてはいかがでしたか。
（　）不満　（　）やや不満　（　）特に何も　（　　）やや満足　（　）満足

質問 4　内容は、あなたの期待に応えていましたか。
（　）不満　（　）やや不満　（　）特に何も　（　　）やや満足　（　）満足

質問 5　内容の難易は、あなたにとって適当でしたか。
（　）難しい　（　）やや難しい　（　　）適当　（　）やや簡単　（　）簡単

質問 6　今回のワークショップは今後の授業や、あなた自身の研修に役立ちそうですか（複数回答可）
（　）まったく見通しが付かない。
（　）漠然としていて、まだ具体的なイメージが湧かない。
（　）何となく使えそう。
（　）方向性が見えてきた気がする。　
（　）具体的に何かをしてみようと思う。

質問 7　今回のワークショップについての感想・ご意見をお聞かせください

質問 8　ワークショップの内容について、どのようなものを期待しますか（複数回答可）
（　）教科書にある内容を、授業としてどのように扱うか。
（　）新しいオリジナルの授業を構想するためのもの。
（　）先進的な技術を易しく解きほぐすもの。
（　）情報社会を積極的に理解するためのもの。
（　）アクティブ・ラーニングに関するもの。
（　）授業内容の改善につながる評価の考え方。

質問 9　ワークショップの内容に上記以外で期待するものがあればお書きください

（ウラ面に続く）



質問 10　その他、ワークショップについてお気づきの点がありましたら、ご記入ください。

【企業展示】
質問 11　企業展示について、感想等お気づきの点がありましたら、ご記入ください。

【総会】
質問 12　総会についてお気づきの点がありましたら、ご記入ください。

【その他】
質問 13　全体を通してお気づきの点、ご意見等がありましたら、ご記入ください。

ご協力ありがとうございました。


